
ICT 活用 TIPS 問題解決の過程の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 
（台数） 

スマホ タブレット ＰＣ その他 学
習
場
面 

一
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個

別 

協

働 ○ ○ ○  

１人１台または、グループで１台 ○ ○ ○ 

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続 ○ １人１台端末 ○ 

活用が想定
される校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 全教科 

○ ○ ○  活用が想定される場面 実験、考察場面 

 

 
 

機器 PC・タブレット 

ソフトウェア（アプリ） 

ロイロノート・スクール（有料版） 

（無料版は 90 日間１クラス 40 人まで） 

何を使う 

 

・プレゼン資料を作成し、自分の考えをまとめたり、 

発表したりすることができる。 

・シンキングツール専用のカードがあり、自分の考 

えやグループの考えをまとめることができる。 

・メンバーの共有機能や教師への提出機能があり、 

リモート学習にも対応することができる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

小学校 理科「植物の発芽と成長」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 実験計画を立て、日々の実験結果をノートやワークシートに記入する。 

【 After 】 メリット 

○ 撮影した写真を、発芽や成長の記録を時系列でまとめることで、発芽や成

長の条件を考えることができる。 

○ 共有機能を使うことで、他の条件で実験された様子を見ることができる。 

○ 実験計画・条件制御・実験結果・考察と問題解決の過程を視覚化し、学習

を振り返ることを通して、主体的に取り組む態度を育成することができる。 


